
温度あるいは密度の差により浮力が生じるような
自然対流は，水素の漏洩や爆発，原子力プラントの
ヘリウム事故，住居等での換気・通風など多くの工
学的諸問題に関わる重要な現象である。著者らはこ
れまでに，浮力の影響が強く現れる低フルード数の
条件で管内浮力流の噴出口付近に局所的な流入現象
が発生することを示した。本論文では，この浮力流
の噴出口付近の３次元速度場について，レーザース
キャニング法と時系列ステレオPIV法を組み合わせ

た方法により，３次元空間での速度３成分の計測を
適用し，噴流構造の解明を行った。実験結果による
と，浮力流の３次元的な構造は，噴出口付近の局所
的な流入によって浮力流のせん断層に沿って生じて
おり，噴流直径が周期的に拡大縮小するような大規
模な構造を形成することが分かった。また，出口付
近で生じた渦対により，スパイラル状の渦が噴流の
高速領域に沿って発達することを明らかにした。
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